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政

策

「
風
車
は
メ
デ
ィ
ア
で
あ
る
」

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
源
㊵

え
ま
す
」（
情
報
画
像
工
学
科
・

３
年
・
男
子
）

「
…
メ
デ
ィ
ア
と
は
人
々
に

何
か
を
伝
え
る
た
め
の
媒
体
で

あ
る
と
考
え
て
い
る
。
そ
れ
で

は
、
風
車
は
人
々
に
何
を
伝
え

て
い
る
と
い
う
の
か
。
風
車
が

ど
の
よ
う
歴
史
を
持
ち
、
ど
ん

な
働
き
を
し
て
い
る
か
、
純
粋

に
興
味
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ

る
。
分
野
の
違
う
勉
強
を
し
て

い
る
者
に
存
在
を
ア
ッ
ピ
ー
ル

し
、
興
味
を
抱
か
せ
る
風
車
の

外
見
と
い
う
も
の
も
、
十
分
メ

デ
ィ
ア
と
し
て
働
い
て
い
る
の

で
は
な
い
か
」
（
養
護
教
諭
養

成
課
程
・
２
年
・
女
子
）

「
風
車
は
、
…
歴
史
を
保
存

す
る
記
憶
装
置
、
つ
ま
り
『
情

報
を
保
存
す
る
外
部
記
憶
装
置

の
媒
体
』
で
あ
る
。
…
『
風
車

は
メ
デ
ィ
ア
で
あ
る
』
と
い
え

る
と
思
う
。
そ
う
考
え
る
と
、

風
車
は
日
々
私
た
ち
に
『
情

報
』
を
発
信
し
続
け
て
い
る
こ

と
に
な
ろ
う
。
し
か
し
、
こ
の

『
情
報
』
に
気
づ
く
ひ
と
が
少

な
い
の
は
、
こ
の
『
情
報
』
は

意
識
し
て
ア
ン
テ
ナ
を
張
っ
て

い
な
い
と
キ
ャ
ッ
チ
で
き
な

い
、
気
が
つ
か
な
い
も
の
だ
か

ら
だ
と
思
う
。
も
う
少
し
ア
ン

テ
ナ
を
成
長
さ
せ
て
、
こ
の

『
情
報
』
を
つ
か
み
た
い
、
つ

か
ま
ね
ば
と
感
じ
た
」
（
電
子

機
械
工
学
科
・
１
年
・
男
子
）

「
風
車
は
ま
ち
の
ラ
ン
ド
マ

ー
ク
と
し
て
の
視
認
性
が
非
常

に
高
い
。
…
風
車
に
は
、
エ
ネ

ル
ギ
ー
供
給
の
源
と
し
て
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
流
れ
を
人
々
に
示
す

役
割
を
担
え
る
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。
…
今
後
は
風
車
を
メ

デ
ィ
ア
と
し
て
ど
う
仕
立
て
上

げ
て
い
く
か
が
課
題
と
な
る
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
」
（
都
市

環
境
シ
ス
テ
ム
学
科
・
４
年
・

女
子
）

Column
▼
メ
デ
ィ
ア
と
イ
ン
フ
ォ
メ
ー

シ
ョ
ン

今
回
は
「
風
車
は
メ
デ
ィ
ア

で
あ
る
」
と
の
話
題
に
つ
い
て

述
べ
る
。

「
メ
デ
ィ
ア
」
は
媒
体
と
呼

ば
れ
て
い
る
が
、
何
か
（
Ａ
）

と
何
か
（
Ｂ
）
の
間
で
何
か

（
Ｃ
）
を
、
媒
介
す
る
方
法
や

手
段
と
し
て
の
何
か
（
Ｄ
）
で

あ
る
と
い
え
る
。
す
な
わ
ち
、

何
か
（
Ａ
、
Ｂ
）
は
送
り
手
と

受
け
手
で
あ
り
、
何
か
（
Ｃ
）

は
対
象
物
で
あ
り
、
何
か

（
Ｄ
）
が
「
メ
デ
ィ
ア
」
で
あ

る
。
何
か
（
Ｃ
）
は
、
情
報
に

相
当
す
る
場
合
も
あ
る
。「
情

報
」
と
い
う
日
本
語
は
、
数
多

く
の
外
来
語
を
広
め
た
森
鴎
外

に
よ
る
翻
訳
語
で
あ
る
と
い

う
。
ド
イ
ツ
語
の
Ｉ
ｎ
ｆ
ｏ
ｒ

ｍ
ａ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
（
イ
ン
フ
ォ
ル

マ
テ
ィ
オ
ン
）
の
訳
ら
し
い

が
、「
敵
情
を
報
知
す
る
」
か

ら
「
情
報
」
と
な
っ
た
と
い
う
。

▼
メ
デ
ィ
ア
の
カ
タ
チ

メ
デ
ィ
ア
と
し
て
の
何
か

（
Ｄ
）
に
は
、
極
め
て
個
人
的

方
法
と
し
て
の
〝
プ
ラ
イ
ベ
ー

ト
メ
デ
ィ
ア
〟
も
あ
れ
ば
、
世

界
中
に
同
時
に
発
送
受
信
で
き

る
〝
ソ
ー
シ
ア
ル
メ
デ
ィ
ア
〟

も
あ
る
。「
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
」

は
、
新
聞
や
放
送
が
代
表
で
、

映
画
や
ビ
デ
オ
、
本
・
雑
誌
な

ど
も
こ
の
範
疇
で
あ
る
が
、
最

近
で
は
、
イ
ン
タ
ネ
ッ
ト
や
Ｓ

Ｎ
Ｓ
の
力
が
大
き
い
。
写
真
や

音
楽
、
そ
し
て
彫
刻
な
ど
の
作

品
も
、
何
か
（
Ｃ
）
を
伝
え
る

佐
藤
建
吉

代
表
理
事

一
般
社
団
法
人
ｅ
ｆ
ｃ
ｏ
．
ｊ
ｐ

一
般
社
団
法
人
洸
楓
座

以
上
、
こ
こ
に
挙
げ
た
も
の

以
外
も
含
め
、
概
ね
が
肯
定
と

い
う
意
見
で
あ
っ
た
。

▼
風
車
の
持
つ
メ
デ
ィ
ア
性
…

社
会
的
背
景

こ
の
フ
レ
ー
ズ
は
、
大
方
の

学
生
や
学
会
員
の
理
解
を
得
た

と
思
う
。

当
時
、
著
者
が
考
え
て
い
た

の
は
、
時
代
や
社
会
に
対
す
る

メ
ッ
セ
ー
ジ
の
伝
達
者
、
発
信

者
《
何
か
（
Ａ
）》
と
し
て
の

風
車
《
何
か
（
Ｃ
）
と
（
Ｄ
）》

の
役
割
や
位
置
づ
け
で
あ
る
。

風
車
《
何
か
（
Ｄ
）》
が
メ
デ

ィ
ア
で
あ
る
と
の
背
景
に
は
、

風
車
自
身
《
何
か
（
Ｃ
）》
が

持
つ
発
言
力
、
表
現
力
、
描
画

性
、
活
動
力
、
自
己
努
力
、
協

調
性
等
の
プ
ラ
ス
イ
メ
ー
ジ
が

高
い
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
た
め
と

考
え
ら
れ
る
。

こ
う
し
て
、
メ
デ
ィ
ア
と
し

て
存
在
し
う
る
条
件
は
、
情
報

の
種
類
、
さ
ら
に
質
と
量
、
そ

し
て
そ
れ
を
受
け
入
れ
る
社

会
、
つ
ま
り
は
送
り
手
で
あ
り

受
け
手
で
あ
る
人
間
の
、
成
熟

し
た
価
値
概
念
や
土
壌
基
盤
が

必
要
で
あ
る
。
あ
る
い
は
、
そ

の
た
め
に
活
用
し
て
い
く
必
要

が
あ
る
だ
ろ
う
。

い
ま
、
次
の
フ
レ
ー
ズ
を
広

め
た
い
。「
風
力
発
電
は
メ
デ

ィ
ア
で
あ
る
」。
自
然
の
中
で

回
転
す
る
風
車
の
姿
こ
そ
が
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
大
切
さ
を
伝
え

る
メ
デ
ィ
ア
で
あ
る
と
考
え
る
。

メ
デ
ィ
ア
＝
何
か
（
Ｄ
）

と
い
え
る
。

著
者
は
書
店
や
映
画
館
、
公

演
会
場
や
展
示
場
な
ど
も
メ
デ

ィ
ア
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

例
え
ば
、
大
き
な
書
店
に
あ
る

「
エ
ネ
ル
ギ
ー
」
の
書
籍
コ
ー

ナ
ー
で
は
、
最
近
の
そ
の
出
版

傾
向
が
よ
く
わ
か
る
。
パ
ブ
リ

ッ
ク
・
ア
ー
ト
も
、
多
く
の
人

に
年
月
を
超
え
、
何
か
（
Ｃ
）

を
伝
え
る
こ
と
が
で
き
る
存
在

で
、
メ
デ
ィ
ア
＝
何
か
（
Ｄ
）

で
あ
る
。

▼
「
風
車
は
メ
デ
ィ
ア
で
あ
る
」

風
は
時
代
を
表
わ
す
代
名
詞

と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
時
代

の
ト
レ
ン
ド
、
変
革
、
あ
る
い

は
世
相
を
表
現
す
る
新
聞
な
ど

の
見
出
し
に
、「
風
」
と
い
う

文
字
が
当
て
ら
れ
る
こ
と
が
多

い
。「
新
風
」、「
西
論
風
発
」、

「
風
の
響
き
」、「
風
の
…
」
と

い
う
具
合
で
あ
る
。
風
は
、
時

代
の
新
し
い
息
吹
を
伝
え
る
主

役
と
言
え
よ
う
。
し
た
が
っ

て
、「
風
は
メ
デ
ィ
ア
で
あ

る
」
と
い
え
る
。

メ
デ
ィ
ア
、
風
、
風
車
、
風

力
発
電
な
ど
の
関
わ
り
か
ら
、

著
者
は
「
風
車
は
メ
デ
ィ
ア
で

あ
る
」
と
い
う
フ
レ
ー
ズ
を
見

出
し
た
。
風
車
は
、
風
が
あ
る

と
回
転
し
、
風
向
き
に
よ
り
羽

根
車
の
向
き
も
変
わ
り
、
風
が

止
む
と
回
転
を
や
め
る
。
風
車

は
、
風
の
流
れ
や
強
さ
、
そ
の

大
切
さ
を
伝
え
見
え
る
化
す
る

メ
デ
ィ
ア
で
あ
る
と
考
え
た
か

ら
で
あ
る
。

２
０
０
３
年
に
遡
る
が
、
著

者
は
、
千
葉
大
学
で
「
風
車
の

技
術
と
歴
史
」
と
い
う
講
義
を

15
週
に
わ
た
り
行
っ
て
い
た
。

そ
の
講
義
で
、「
風
車
は
メ
デ

ィ
ア
で
あ
る
」
と
い
う
フ
レ
ー

ズ
に
つ
い
て
小
論
文
と
し
て
受

講
生
に
課
し
た
。
そ
の
回
答
結

果
な
ど
を
ま
と
め
、
日
本
風
力

エ
ネ
ル
ギ
ー
学
会
（
当
時
は
協

会
）
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
講
演

し
た
。

▼
学
生
の
意
見

以
下
、
当
時
の
学
生
の
回
答

の
一
部
を
掲
げ
る
。

「
…
テ
レ
ビ
や
雑
誌
に
風
車

が
載
っ
て
い
る
こ
と
だ
け
が
メ

デ
ィ
ア
で
は
な
い
と
思
う
。
風

車
が
地
域
住
民
に
愛
さ
れ
、
地

域
の
中
で
生
か
さ
れ
る
こ
と
が

『
風
車
は
メ
デ
ィ
ア
で
あ
る
』

こ
と
の
証
明
で
あ
る
と
わ
た
し

は
考
え
る
。
…
よ
っ
て
私
は

『
風
車
は
メ
デ
ィ
ア
で
あ
る
』

と
い
う
考
え
に
賛
成
で
あ
る
」

（
看
護
学
科
・
１
年
・
女
子
）

「
…
風
車
と
は
、
各
メ
デ
ィ

ア
に
多
数
登
場
す
る
だ
け
で
な

く
、
人
々
に
大
き
な
興
味
、
関

心
を
抱
か
せ
る
も
の
で
あ
る
こ

と
が
わ
か
る
と
思
う
。
よ
っ
て

私
は
メ
デ
ィ
ア
で
あ
る
と
こ
と

に
賛
成
で
あ
る
」（
画
像
工
学

科
・
２
年
・
男
子
）

「
…
今
で
は
風
車
は
風
力
発

電
と
し
て
、
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
代
表
と
し
て
存
在
し
て

い
る
。
…
だ
か
ら
こ
そ
私
は
風

力
発
電
を
通
し
て
風
車
が
媒
介

し
て
い
る
も
の
、
伝
え
て
い
る

も
の
は
『
地
球
』
そ
の
も
の
だ

と
考
え
る
。
ゆ
え
に
『
風
車
は

メ
デ
ィ
ア
で
あ
る
』
と
い
う
こ

と
に
私
は
賛
成
す
る
の
で
あ

る
」（
地
球
科
学
科
・
３
年
・

女
子
）

「
…
私
は
自
分
な
り
に
『
未

来
に
美
し
い
地
球
が
あ
り
続
け

る
可
能
性
を
残
す
も
の
、
媒

体
』
と
解
釈
し
た
。
…
粉
ひ
き

風
車
は
我
々
に
美
し
い
風
景
と

そ
れ
か
ら
得
ら
れ
る
安
ら
ぎ
を

も
た
ら
し
て
く
れ
る
。
だ
が
そ

れ
だ
け
で
メ
デ
ィ
ア
と
い
う
の

は
少
々
足
ら
ず
な
気
が
す
る
。

〝
観
賞
用
〟
風
車
は
遺
跡
な
ど

と
同
じ
で
、
過
去
に
対
す
る
憧

憬
や
興
味
・
関
心
、
安
ら
ぎ
を

与
え
て
く
れ
る
が
、
未
来
に
対

し
て
可
能
性
を
与
え
て
く
れ
る

わ
け
で
は
な
い
。
よ
っ
て
〝
観

賞
用
〟
風
車
は
メ
デ
ィ
ア
と
は

言
え
な
い
、
と
私
は
考
え
た
。

…
今
後
の
発
電
用
風
車
、
と
り

わ
け
洋
上
風
車
の
可
能
性
を
考

慮
す
る
と
、
発
電
風
車
は
未
来

に
可
能
性
を
与
え
て
く
れ
る
の

で
メ
デ
ィ
ア
で
あ
る
と
思
う
」

（
医
学
科
・
１
年
・
女
子
）

「
…
つ
ま
り
風
車
と
は
現
在

に
未
来
の
可
能
性
を
伝
え
る
メ

デ
ィ
ア
な
の
だ
。
未
来
の
可
能

性
を
よ
り
多
く
の
人
が
意
識

し
、
共
有
す
れ
ば
お
の
ず
と
そ

の
未
来
は
現
実
の
も
の
と
な
る

は
ず
だ
。
…
風
車
は
人
々
に
明

る
い
未
来
を
現
在
に
示
す
こ
と

の
で
き
る
数
少
な
い
メ
デ
ィ
ア

で
あ
る
と
私
は
考
え
ま
す
」

（
デ
ザ
イ
ン
工
学
科
・
１
年
・

男
子
）

「
…
風
車
は
メ
デ
ィ
ア
で

す
。
そ
れ
は
未
来
を
伝
え
る
未

来
を
運
ぶ
手
段
と
し
て
の
〝
ｍ

ｅ
ｄ
ｉ
ａ
〟
で
あ
る
と
私
は
考

クリーンコール分野の技術開発に重点

ＮＥＤＯ環境部事業報告会

NEDO環境部の事業を紹介する
坂内俊洋環境部長

▶
学
生
と
製
作
し
た
、
小
型
風
車
を

装
備
す
る
ク
ロ
ス
ゲ
ー
ト
。
設
置
さ

れ
た
千
葉
大
学
工
学
部
キ
ャ
ン
パ
ス

で
、
小
池
百
合
子
氏
と
筆
者

◆
「
石
炭
火
力
の
環
境
負
荷

を
低
減
す
る
」

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
再
エ

ネ
の
普
及
が
進
む
一
方
で
、

石
炭
火
力
も
世
界
中
で
継
続

し
て
行
わ
れ
て
い
る
。
特
に

経
済
成
長
が
見
込
ま
れ
て
い

る
ア
ジ
ア
地
域
で
は
、
石
炭

火
力
の
需
要
は
今
後
高
ま
る

こ
と
が
予
想
さ
れ
て
い
る
。

経
産
省
は
石
炭
火
力
の
技

術
を
、
産
業
面
で
の
海
外
戦

略
的
分
野
と
し
て
も
捉
え
て

い
る
。
こ
の
よ
う
な
状
況
と

方
針
の
中
、
Ｎ
Ｅ
Ｄ
Ｏ
は
低

炭
素
化
や
分
離
回
収
技
術
な

ど
、
石
炭
利
用
の
環
境
負
荷

を
低
減
す
る
新
技
術
開
発
事

業
を
展
開
し
て
い
る
。

一
方
、
３
Ｒ
対
策
は
、
日

本
再
興
戦
略
２
０
１
６
な
ど

を
背
景
に
、
特
に
家
電
や
自

動
車
リ
サ
イ
ク
ル
に
注
力
。

温
暖
化
対
策
で
は
温
室
効
果

の
低
い
冷
媒
や
こ
れ
に
適
し

た
空
調
機
器
の
開
発
並
び
に

性
能
及
び
安
全
性
の
評
価
を

実
施
す
る
。
環
境
化
学

分
野
は
、
聞
き
慣
れ
な

い
言
葉
だ
が
、
化
学
産

業
は
鉄
鋼
や
製
紙
な
ど

に
並
ぶ
環
境
負
荷
の
大

き
な
産
業
で
あ
る
た

め
、
環
境
制
約
等
を
克

服
し
つ
つ
、
持
続
可
能

な
化
学
品
製
造
プ
ロ
セ

ス
の
技
術
開
発
を
推
進

す
る
も
の
。
水
循
環
分

野
で
は
、
世
界
の
水
ビ

ジ
ネ
ス
が
隆
盛
し
て
い

る
中
、
技
術
開
発
、
管

理
・
運
営
ノ
ウ
ハ
ウ
の

蓄
積
及
び
実
績
獲
得
を

目
指
す
も
の
。

環
境
部
の
目
標
は
、

「
世
界
の
環
境
改
善
に

貢
献
す
る
我
が
国
環
境

産
業
の
発
展
」
で
あ

り
、
発
表
さ
れ
た
事
案

は
海
外
に
お
け
る
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
。
本
来
、
Ｎ

Ｅ
Ｄ
Ｏ
に
お
い
て
は
、

っ
た
カ
ナ
ダ
に
お
い
て

Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
を
導
入
す
る

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
案
件

形
成
調
査
も
あ
っ
た
。

◆
「
Ｃ
Ｏ
２
対
策
の
最

終
形
」
Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
の
展

望
石
炭
利
用
の
場
合
、

熱
効
率
の
極
め
て
高
い

超
超
臨
界
で
も
、
Ｌ
Ｎ

Ｇ
に
比
べ
れ
ば
二
酸
化

炭
素
排
出
量
は
２
倍
と

言
わ
れ
る
。
既
に
50
％

を
越
え
る
効
率
を
達
成

し
て
い
る
状
況
で
は
、

ゼ
ロ
エ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
化

こ
そ
が
最
優
先
で
あ

り
、
さ
ら
な
る
効
率
向

上
の
伸
び
し
ろ
や
必
要

性
に
は
疑
問
を
感
じ
る

面
も
あ
る
。
し
か
し
、

二
酸
化
炭
素
の
回
収
・

貯
蔵
設
備
の
稼
働
の
た

め
に
も
、
そ
の
た
め
に

日
本
が
開
発
し
た
産
業
技
術

を
海
外
普
及
さ
せ
る
戦
略
的

要
素
が
あ
り
、
ク
リ
ー
ン
コ

ー
ル
技
術
に
大
き
く
偏
っ
た

予
算
配
分
は
、
途
上
国
を
中

心
に
、
石
炭
利
用
技
術
の
需

要
が
高
い
と
い
う
こ
と
と
無

関
係
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
一

方
、
先
進
国
で
の
例
と
し
て

は
、
石
炭
に
対
し
大
き
な
ペ

ナ
ル
テ
ィ
を
科
す
こ
と
と
な

必
要
と
な
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

高
効
率
化
に
よ
り
生
み
出
す

と
い
う
視
点
が
必
要
だ
と
い

う
。具

体
的
に
報
告
さ
れ
た
事

業
で
は
、
石
炭
の
ガ
ス
化
や

水
素
化
、
石
炭
由
来
の
ガ
ス

に
含
ま
れ
る
被
毒
成
分
に
耐

え
る
燃
料
電
池
、
ガ
ス
タ
ー

ビ
ン
の
作
動
温
度
の
高
温

化
、
先
進
超
々
臨
界
圧
発
電

技
術
、
コ
ン
バ
イ
ン
ド
サ
イ

ク
ル
並
の
効
率
を
ガ
ス
タ
ー

ビ
ン
で
実
現
す
る
高
湿
分
空

気
利
用
ガ
ス
タ
ー
ビ
ン
な
ど

の
技
術
が
登
場
し
、
固
体
燃

料
で
あ
る
石
炭
と
は
か
な
り

か
け
離
れ
た
イ
メ
ー
ジ
と
な

っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
分

離
・
貯
蔵
し
た
後
の
二
酸
化

炭
素
の
活
用
先
と
し
て
、
原

油
増
進
回
収
法
（
Ｃ
Ｏ
２-

Ｅ
Ｏ
Ｒ
）な
ど
も
登
場
し
た
。

よ
り
長
期
視
点
の
技
術
と

し
て
は
、
燃
焼
で
発
生
し
た

二
酸
化
炭
素
を
石
炭
ガ
ス
化

に
お
け
る
酸
化
剤
と
し
て
リ

サ
イ
ク
ル
し
、
シ
フ
ト
反
応

や
分
離
装
置
が
不
要
と
な
る

Ｃ
Ｏ
２

回
収
型
ク
ロ
ー
ズ
ド

Ｉ
Ｇ
Ｃ
Ｃ
（
Ｃ
Ｏ
２

回
収
後

の
効
率
42
％
を
目
指
す
）

や
、
金
属
酸
化
物
を
酸
素
キ

ャ
リ
ア
と
し
て
用
い
る
こ
と

で
二
酸
化
炭
素
と
水
蒸
気
し

か
排
出
せ
ず
、
分
離
・
回
収

装
置
な
ど
が
不
要
と
な
る
Ｃ

Ｏ
２

分
離
型
化
学
燃
焼
石
炭

利
用
技
術
（
ケ
ミ
カ
ル
ル
ー

プ-

Ｃ
Ｏ
２

回
収
後
の
効
率

46
％
及
び
１
㌧
あ
た
り
千
円

台
の
分
離
・
回
収
コ
ス
ト
を

目
指
す
）
な
ど
の
開
発
を
手

が
け
て
お
り
、
こ
れ
ら
技
術

は
、
２
０
５
０
年
頃
を
目
途

と
し
て
、
今
後
の
ロ
ー
ド
マ

ッ
プ
に
載
せ
る
こ
と
を
目
指

し
て
い
る
と
い
う
。

事
業
報
告
で
は
、
事
業
区

分
毎
に
Ｎ
Ｅ
Ｄ
Ｏ
の
担
当
者

が
概
要
を
報
告
し
た
後
、
各

調
査
事
業
等
を
手
が
け
た
企

業
の
担
当
者
が
２
０
１
５
年

度
の
実
績
な
ど
を
発
表
し

た
。
参
加
者
か
ら
質
問
が
相

次
ぐ
な
ど
、
活
発
な
や
り
取

り
が
続
い
た
。

７
月
14
日
（
木
）
及
び
15
日
（
金
）

の
２
日
間
、
国
立
研
究
開
発
法
人
新
エ

ネ
ル
ギ
ー
・
産
業
技
術
総
合
開
発
機
構

（
Ｎ
Ｅ
Ｄ
Ｏ
）
は
、
同
機
構
の
本
部
が

あ
る
川
崎
市
の
ミ
ュ
ー
ザ
川
崎
セ
ン
ト

ラ
ル
タ
ワ
ー
に
お
い
て
、
環
境
部
の
事

業
報
告
会
を
開
催
し
た
。
Ｎ
Ｅ
Ｄ
Ｏ
環

境
部
の
事
業
は
、
①
ク
リ
ー
ン
コ
ー
ル

分
野
、
②
３
Ｒ
（
廃
棄
物
の
削
減
、
再

利
用
、
リ
サ
イ
ク
ル
）
対
策
分
野
、
③

温
暖
化
対
策
分
野
、
④
環
境
科
学
分

野
、
⑤
水
循
環
分
野
の
５
つ
に
分
類
さ

れ
る
が
、
事
業
数
や
今
年
度
の
政
府
予

算
額
で
は
、
ク
リ
ー
ン
コ
ー
ル
分
野
が

大
半
を
占
め
る
。
報
告
会
で
も
14
日
全

て
を
ク
リ
ー
ン
コ
ー
ル
分
野
に
宛
て
、

残
る
４
分
野
が
15
日
と
い
う
プ
ロ
グ
ラ

ム
と
な
っ
た
。

セミ
ナー
リポ
ート


